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北広島町立芸北中学校区研究推進地域

令和４年度

探究的な学習の在り方に関する研究推進地域事業
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Ⅰ 研究について

１ 令和３年度の取組から見えてきた課題

① 児童生徒の課題意識や必要感を引き出し，主体的な学び
につなげることができるように，全学年の単元のブラッシュ
アップが必要である。

② 児童生徒に身に付けさせたい資質・能力について，指導
者が共通のものさしをもち，指導と評価に活用するために，
全学年の単元ルーブリックを作成する必要がある。



児童・生徒自らが探究する生活科・総合的な学習の時間の創造

～身に付けさせたい資質・能力の系統表の作成と

ルーブリックによる評価を通して～

Ⅰ 研究について

２ 研究主題

３ 研究内容
① 身に付けさせたい資質・能力の系統表の改善
② 生活科・総合的な学習の時間の単元開発と

既存単元のブラッシュアップ
③ ルーブリックの作成とそれを用いた評価



① 児童・生徒に身に付けさせたい資質・能力の系統表の改善

Ⅱ 今年度の取組

芸北小・中学校が児童・生徒に
身に付けさせたい資質・能力

学習指導要領が示す
育成すべき資質・能力の３つの柱

協働する力

安全・安心をつくる力
知識及び技能

課題解決力

多面的・多角的な見方・考え方
思考力・判断力・表現力等

意志力

自己回復力
学びに向かう力・人間性等

●資質・能力の再整理



Ⅱ 今年度の取組 ② 既存単元のブラッシュアップ

第１回北広島町「探究的な学習」に関する研究推進協議会

○ 「えがく」学習と
「ふり返る」学習を
中心にブラッシュ
アップすることを
確認

○ 単元をブラッシュ
アップするアイデア
を交流

芸北小中学校「学びのスタイル」



Ⅱ 今年度の取組

《活動の概要》

右の地域事業のうち，
山から木を運び出して
「せどやま市場」で
「せどやま券」という
地域通貨に換えてもらう
活動を３回繰り返す。

② 既存単元のブラッシュアップ

小５総合「協力して活動しよう～せどやま教室～」



Ⅱ 今年度の取組 ② 既存単元のブラッシュアップ

小５総合「協力して活動しよう～せどやま教室～」

クラス目標を決め，ワークシートを用いてめざす自分をえがく。えがく



Ⅱ 今年度の取組 ② 既存単元のブラッシュアップ

小５総合「協力して活動しよう～せどやま教室～」

やってみる

①木を切る ②軽トラへ
運ぶ

③せどやま
市場で
計量する

④せどやま
券を
受け取る



Ⅱ 今年度の取組 ② 既存単元のブラッシュアップ

小５総合「協力して活動しよう～せどやま教室～」

ふり返る めざす自分やクラス目標達成に向けての課題を見つけ，
次の活動に生かす。



Ⅱ 今年度の取組 ② 既存単元のブラッシュアップ

小５総合「協力して活動しよう～せどやま教室～」

➊ １回目は６年生との活動から学ぶ
⇒１回目から５年生だけで活動し，失敗から学ぶ

クラス目標に全く届かず→児童のやる気UP

ポイント１ 「教えてもらう」から「自ら学ぶ」へ

➋ アドバイスをもらえる「知恵袋タイム」⇒「作戦タイム」
（児童から質問や応援要請があるまで大人はグッとがまん）

待つ姿勢の児童→自ら行動



Ⅱ 今年度の取組 ② 既存単元のブラッシュアップ

小５総合「協力して活動しよう～せどやま教室～」

➊ 活動終了後すぐに，あふれる思いを書く

普段なかなか思いが書けない児童も，どんどん書ける

ポイント２ 「より客観的で深いふり返り」へ

➋ 児童が書いたふりかえりと，活動中の写真，児童の行動
や発言の記録を活用して「ふり返る」授業を構成

話し合い→メタ認知，考えの深まり



Ⅱ 今年度の取組 ② 既存単元のブラッシュアップ

小５総合「協力して活動しよう～せどやま教室～」

【児童のふり返り】

○前は「無理だ。」という気持ちになってあきらめていたけど，良い作戦を立てることで，
自分から挑戦することができるようになった。（意志力）

○最初は自分一人でやっていたけど，自分一人では何もできないことに気付いて，
みんなで協力することができるようになった。（協働する力）

〇木を切る時とか運ぶ時とかに声かけをして，友達を気にかけてあげて，助け合って，
みんなで協力することができるようになった。（協働する力）

○最初は何も分からずに活動をしていたけど，振り返りをすることで，次はどうすれば
良いかが分かった。作戦タイムでも，木をたくさん運ぶためにどんな作戦が良いか
考えて，活動をうまく進めることができた。（課題解決力）

〇作業をする場所が安全かどうかを確認することができた。そして，友達が危ない所
にいるとすぐに「そこ危ないよ。」と声をかけることができた。（安全・安心をつくる力）



《活動の概要》 トレッキングガイドを通して，芸北にある豊
かな自然を様々な人に伝えていく

１．試しの体験（外部講師の方を招聘）
２．ガイド講習会（外部講師の方を招聘）
３．小中合同遠足（令和4年度は臥龍山と高岳）
４．一般の方にガイド（八幡湿原）

Ⅱ 今年度の取組

中１総合「芸北の宝で地域おこし 芸北ジュニアトレッキングガイド」

めざす
自分

くり返し
チャレンジ

自己評価
と
改善策

②既存単元のブラッシュアップ



１．試しの体験（本物のガイドを体験する）

Ⅱ 今年度の取組

中１総合「芸北ジュニアトレッキングガイド」

ガイドさんの案内
を受けながら，気
づいたことをメモし
ていきます。

「高原の自然館」
芸北の自然につ
いて学べます。

②既存単元のブラッシュアップ



２．ガイド講習会（外部講師の方を招聘）

外部講師として学芸員さんとガイドさんに来校していただく

Ⅱ 今年度の取組

中１総合「芸北ジュニアトレッキングガイド」

①学芸員さんによる講義

②検定問題にチャレンジ

③振り返り（学芸員さん，ガイドさんによ
る講評）

②既存単元のブラッシュアップ



３．小中合同遠足

Ⅱ 今年度の取組

中１総合「芸北ジュニアトレッキングガイド」

臥龍山
（高学年担当チーム）
各グループの列の最
前列と最後列に中学
生のガイドがつきます。

高岳（低学年担当チーム）
ガイドの様子。小学生の体
力に合わせて，休憩も兼
ねつつ植物等のガイドをし

ます。

②既存単元のブラッシュアップ



Ⅱ 今年度の取組 ②既存単元のブラッシュアップ

中１総合「芸北ジュニアトレッキングガイド」

５．一般の方にガイド（八幡湿原）

（１）準備
やっておかなければならないことを生徒が話し合う。
①宣伝方法
②本番の日程決め
③お客さんについて
どの年齢層の方をターゲットにするか。
どの地域の方に来ていただきたいか・・・など。

初めは自分たちで準備するとはどういうことか分かっていなかった
生徒たちも，次第に活動が「自分事」になっていく。



５．一般の方にガイド（八幡湿原）
（２）下見

Ⅱ 今年度の取組

中１総合「芸北ジュニアトレッキングガイド」

春に来た時とは，咲いている植物の種
類が違います。
「シダの葉はどこまでかな？」

②既存単元のブラッシュアップ



Ⅱ 今年度の取組 ②既存単元のブラッシュアップ

中１総合「芸北ジュニアトレッキングガイド」

５．一般の方にガイド（八幡湿原）
（３）本番 ９月２９日（木），３０日（金）

生徒作成の
「ルートマップ」

開会式でこのマップを
使ったルートの説明を行

いました。

当日は快晴で，トレッキング日和でした。両日と
もに十数名のお客さんが参加してくださいました。



（４）振り返り

（生徒のワークシートより）
〇始めた頃は「大丈夫かな」だったけど，今は「大丈夫。
自信を持ってやろう」と思えます。

〇いろいろな試しや下見，本番を繰り返したことで，
だんだんとできるようなり，自分で行動できるように
なった。

〇トレッキングガイドは大変だったけど，大変という気
持ち以上に，「芸北は楽しい！」「芸北に来てほしい！」
という気持ちが大きかったです。

②既存単元のブラッシュアップ

中１総合「芸北ジュニアトレッキングガイド」

５．一般の方にガイド（八幡湿原）

（お客さんのアンケートより）
◎植物の特徴を調べていて分かりやすかった。近くで生活していても見ることができていなかった
自然にふれることができた。

◎自作のマップや見やすい看板など，分かりやすい工夫がされていて大変満足です。

Ⅱ 今年度の取組



ポイント１ 地元のガイドをより深く

Ⅱ 今年度の取組 ②既存単元のブラッシュアップ

中１総合「芸北ジュニアトレッキングガイド」

昨年度まで 4月の試しの体験を安芸太田町の深入山で行っていた
→今年度から八幡湿原へ

〇季節によって姿を変える八幡湿原の様子を知ることで，後にガイドを
するときに生かすことができる。

〇１年を通じて同じガイドさんに生徒達のガイドの様子を見ていただけ
ることで，生徒の成長を一緒に見守っていただける。



Ⅱ 今年度の取組 ②既存単元のブラッシュアップ

中１総合「芸北ジュニアトレッキングガイド」

ポイント２ 主体性を育成する

昨年度までは，町内の別の中学校の１年生をガイドしていた。
→今年度は一般の方をガイド。

〇学校同士の準備ではなく，生徒が自ら考え，準備しなくてはならない
状況となったことで，自ら考え行動することができるようになった。

〇年齢も住んでいる地域もバラバラの方を相手にガイドすることで，
甘えが許されない状況となり，自らコミュニケーションを図る努力を
することができるようになった。



Ⅱ 今年度の取組 ③ ルーブリックの作成とそれを用いた評価

小５総合「協力して活動しよう～せどやま教室～」



Ⅱ 今年度の取組 ③ ルーブリックの作成とそれを用いた評価

中１総合「芸北の宝で地域おこし～目指せ！芸北ジュニアトレッキングガイド～」



Ⅱ 今年度の取組 ③ ルーブリックの作成とそれを用いた評価

第４回北広島町「探究的な学習」に関する研究推進協議会

○ルーブリック評価したものを基に，成果と課題，改善策を交流
⇒単元計画とルーブリックの修正



Ⅲ 成果と今後に向けて

１ 成果

○単元のブラッシュアップ⇒児童生徒が主体的に学ぶ姿
・「えがく」学習において，課題意識や必要感をもっている児童生徒 82％
・ふり返った内容を次に生かそうとしている児童生徒 100％
・ねらいとする資質・能力を身に付けている児童生徒 85％

○授業研究は「ふり返る」場面で⇒より具体的な振り返りへ

○ルーブリックの作成⇒めざす姿の明確化⇒指導と評価の一体化

○全学年，メイン単元のルーブリックを作成
⇒ルーブリックや単元計画の改善点が明らかに



Ⅲ 成果と今後に向けて

２ 課題と今後の改善方策等

①個々の振り返りや全体での話合いを更に深める手立てが必要

振り返りの書かせ方を小中で統一
指導者のファシリテート力を磨く研修

②ルーブリックを指導や評価に効果的に生かすことが不十分
（育成したい資質・能力が多い，ルーブリック評価が煩雑）

単元や学年ごとに育成したい資質・能力の重点を決める，
チャート形式にする等の工夫

ルーブリック評価を行う場面や方法について検討



END


